



























































































































































































































図 4 折り畳んだ場合のパンフレットの表紙 



























































































































































































図 7 正月用の引き札 大黒天は、打出の小槌を持たない場合が多い 




























































































































































































図 12 楠正成の大黒頭巾兜と打出の小槌 
－ 144 －












































































































図 1 甲子園会館庶務課所蔵 
図 2 遠藤新『新建築』1930.7,p.2 
図 3 高尾瑞希（武庫川女子大学 生活環境学科 黒田研究室 2013 年卒）作成 
図 4 同上 
－ 147 －
図 5 同上 
図 6 同上 
図 7 http://ameblo.jp/shigeoh14/entry-10445096389.html, 2016.9.15 
図 8 http://item.rakuten.co.jp/kure-coin/10005246/、2016 
図 9 http://item.rakuten.co.jp/yamabun-r/ba2a3005x/, 2016.9.15 
図 10 辻真衣子・黒田智子 2010「甲子園ホテルにおける水の表現－西翼部装飾の特質」『日
本建築学会近畿支部研究報告集 計画系（50）』、p.797-800 
図 11 甲子園会館庶務課所蔵のパンフレットより 
図 12 湊川神社所所蔵 





目される。“･･･the architecture of the Imperial Hotel is an offering to Japan in 
this, her time of trial by an artist who owes much her ancient spirit: - one who 
should contribute his mite to repay the debt - ･･･”、また、「芸術家の捧げもの」
は、いわゆる「ひとつの日本の建物」ようなものではないとも断っている。 “･･･this 
building – the New Imperial Hotel of Tokyo,－is not designed to be a Japanese 
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